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自分を変える
静岡県・裾野市立深良中学校・二年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ねもと),根本)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(か),果)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ほ),穂)
　私は常々不思議に思っていることがあります。それは加害者家族への世間の反応です。被害者や被害者の家族が加害者に対して怒りを持つのは当たり前のことだと思います。そして、その人たちに同情する人が多いのも当たり前だと思います。その思いから救われている被害者もいることでしょう。しかし、その同情が行き過ぎているケースも私は多いと思います。もちろん犯罪はしてはいけないし、悪いことですが、犯罪者の家族がバッシングを受けるのは違うと思います。家族の一人が犯罪をしてしまっただけで、その家族の日常が奪われている現実があります。
　今は誰にでもＳＮＳを使うことができます。そして私自身も使っています。見ず知らずの人ともコミュニケーションが取れるだけでなく、情報を広げることもできます。しかし、そのＳＮＳが時には凶器になることがあります。デジタルの進化は私が思う以上にすさまじく、私自身がその進化に対応できるのか不安です。実際、ＩＴ企業のトップが自分の子どものスマホ使用に関して制限を与えているのは、デジタルの進化に、人間が追いついていけないことを懸念した行動の表れです。その心配は的中し、人間関係における感受性や共感する力という「心」の面が弱体化され、無機質な人間を作り出しています。そんな「心」がむしばまれていることがわかるような記事を見つけました。
　ある少年が罪を犯しました。少年犯罪だったため、実名報道がされませんでした。世間は「さらせ！」という風潮が強く、本人が出ないのなら「親を出せ」と言ったり、その家の写真を「ここは犯人の家族の家です」とＳＮＳ上にアップしたりしました。さらに自治体に電話して、「もっと親を処罰しろ」「家族の仕事をクビにしろ」と言った人もいました。何もしていない家族まで、ＳＮＳ上でさらされたり、叩かれたりする記事を読み、どうしてここまでするのだろうかと不思議に思いました。「表現の自由」は、憲法で定められた私たちの権利です。しかし、その行き過ぎた表現は、犯罪者の家族を苦しめています。私はそんな人も、犯罪者の一人ではないかという思いが湧いてきました。さらに、それに同調する多くの人の表現は、被害者や被害者家族への同情ではなく、ただの自己満足か目立ちたいという自己欲求を満たすためなのかなど疑いたくなるのも一部にはありました。それは違う、正義感で行っていると反論する人もいるでしょう。しかし、その正義は誰のための正義なのか、よくわからなくなっている自分がいます。
　そこで、自分なりに情報を集めてみました。欧米では家族に連帯責任を問うことはなく、社会的制裁の対象にはならないようです。殺人犯のお母さんがインタビューに答えたからといって、職場に苦情や抗議がくることはなく、まして仕事を辞めざるをえない状況に追い込まれるようなこともありません。加害者家族が自分たちの抱える事情や問題をオープンにできる社会環境にあります。一方、日本には「世間」があり、世間は加害者だけでなく、その家族の責任まで追求しようとします。いわゆる「同調圧力」に対して流され、連帯しやすい社会土壌があると考えられます。だから日本では、被害者と加害者、そしてその家族のプライバシーや生活を守ることを最優先に支援を行う必要があるのです。しかし、それがうまくいかないために、多くの矛盾が生み出されています。
　私たちが飛び込む社会は、矛盾がまかり通っているという一面を持ち合わせています。しかし、それに目を背けていけば、この先も同じようなことで悲しむ人がいるでしょう。
　では、そうならないためには、私は何をしなければならないのか考えてみました。まずは、「デジタル化＝便利」という言葉に流され、「心」がむしばまれないよう人として、本当に大切なことを見極めていくことが求められていると思います。私は、デジタルの進化は諸刃の剣であることを忘れず、自分自身を、そして生きていく上で大切なことを見失わないようコントロールしていく力を身に付けようと思いました。
　しかし、私は思うだけでなかなか行動することができません。私は一人で動くことが怖くて、結局周りに合わせてしまいます。これでは私も指摘してきた人と何も変わりません。だから、私自身も変わらなければならないと考えています。変わることをチャンスと捉え、常に成長する自分でいたいと思います。
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